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ム」を構築していく上で、社会全体の取組が必

要ないし適切と考えられる条件についてみると、

「労働者の能力、意欲等に応じた賃金・処遇シス

テムの拡大」が71.4％と７割を超え、次いで、

「厚生年金の支給開始年齢や、在職老齢年金制度

の見直し」37.0％、「短時間勤務や隔日勤務など、

弾力的な形態での就労の場の拡大」36.7％、「定

年制度の廃止や見直し」34.8％等の順となって

いる（図１－３－６）。

ボランティア活動に対する興味・関心は年々

高まっているが、これら活動への高齢者の参加

を促進することは、その自己実現や、高齢期に

おける心身機能の低下防止に資することはもと

より、地域社会の活性化等にも寄与するものと

して期待される。

そこで、ボランティア活動の主要な担い手の

一つであるＮＰＯの活動に焦点をあて、高齢者

がボランティア活動に参加するうえでの課題に

ついて考察する。

（1）高齢者がＮＰＯ活動において果たしている

役割等

ＮＰＯ団体での高齢者の活動状況をみると、

「事務局業務（事務局のスタッフ）」については、

「高齢者以外活動していない」8.4%、「他の世代

よりも高齢者の方が多く活動している」18.7%、

「どちらも変わりなく活動している」20.0%、合

計47.1%であり、また、「現場におけるボランテ

ィア活動の実践」については、それぞれ5.7%、

20.1%、26.8%、合計52.6%である。このように、

ＮＰＯ活動への参加者数において、高齢者は、

主力ないし他の世代と同等の活動状況にあると

0 2010 30 40 50 60 70 80

無回答�

その他�

特に理由はないが、�
なんとなくはじめていた�

現在の社会状況から企業�
で働くことが難しいため�

報酬を得たいから�

楽しいことをしたかったから�

知り合いに誘われたから�

時間に余裕があるから�

困っている人を助けたいため�

心身の健康のため�

社会との関わりを�
持っていたいため�

社会やお世話になったことに対�
する恩返しをしたかったため�

自分の知識や経験をいかす�
機会がほしかったため�

色々な人と交流できるため�

自分自身の生きがいのため�

資料：内閣府「高齢者の社会参加の促進に関するアンケート調査」（ＮＰＯ調査、平成17年）�
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図１－３－８　　ボランティア活動の参加理由

ボランティア活動2



第
３
節

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
能
力
発
揮

第
1
章

高
齢
化
の
状
況

69

第
1
章

高
齢
化
の
状
況

いえる（図１－３－７）。

また、活動に参加している高齢者の満足度も、

「十分」ないし「多少」満足している者が80．

9％と高い状況にある。

さらに、ボランティア活動への参加理由とし

ては、「自分自身の生きがいのため」が67.7％で

最も多く、「色々な人と交流できるため」が

58.3％、「自分の知識や経験をいかす機会がほし

かったため」が42.6％で続く。一方、「報酬を得

たいから」も12.9％ある（図１－３－８）。

（2）ＮＰＯ活動に対する関心等

ＮＰＯ活動に関する高齢者の意識をみると、

高齢者の47.3％はＮＰＯ活動に関心を有してお

り、60～64歳に限ってみると６割近くが関心を

有している。一方で、実際に参加している高齢

者は3.6％と少数にとどまっている。このことか

ら、多くの高齢者が自らの知識や経験をいかし

た社会参加を望んでいるにもかかわらず、必ず

しも具体的な活動には結びついていない状況が

うかがわれる（図１－３－９）。

今後、高齢化が一層進展していく中で、仮に、

ＮＰＯ等を通じたボランティア活動の機会が十

分確保されない場合には、意欲と能力を持った

高齢期の人材が地域で埋没することともなりか

ねないことから、良質な活動の場の拡充が一層

求められている。

0
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資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成16年７月）より作成�
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図１－３－９　　ＮＰＯ活動への関心の有無



（3）ＮＰＯ活動への参加上の課題

高齢者がＮＰＯ活動に参加しなかった理由を

みると、「きっかけや機会がない」が最も多く、

「ＮＰＯに関する情報がない」との回答も上位を

占めている（図１－３－10）。

これらから、高齢者のＮＰＯ活動等への参加

を促進していくためには、ＮＰＯ等の団体の健

全な育成を通じた良好な活動機会の拡大、高齢

者の意欲を具体的な活動に結び付けていくため

のきっかけづくりや情報提供、の二点が主たる

課題になるものと考えられる。

（4）関心のある活動分野

内閣府が平成16（2004）年11～12月に行った

「高齢者の日常生活に関する意識調査」により、

関心のあるＮＰＯ等の活動分野をみると、「まち

づくりの推進を図るＮＰＯ」が8.1%と最も高く、

次いで「シルバー人材センターなど」が7.5%、

「保健、医療又は福祉の増進を図るＮＰＯ」が

7.4%、「環境の保全を図るＮＰＯ」が5.9%、「子

どもの健全育成を図るＮＰＯ」が5.3%などの順

となっている（図１－３－11）。

（5）報酬の有無等

ＮＰＯの活動については、社会貢献を目的と

して主に無償で行われるものと、活動への参加

者のモチベーションを高めるために何らかの報

酬を支払うものがみられるが、今後、後者の動

きが強まるという指摘もなされている。

そこで、ＮＰＯ（参加者）調査により、参加

者に対する報酬（ひと月当たり）の実際の支払

状況についてみると、「無報酬」の52.0％が最も

多く、次いで「交通費等実費のみ」18.1％、「５

万円未満」13.8％が多くなっている。一方で、参

70
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資料：内閣府「ＮＰＯ（民間非営利組織）に関する世論調査」（平成17年）��
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加者が希望する報酬としては、「交通費等実費の

み」の25.6％が最も多く、次いで「無報酬」が

22.0％、「５万円未満」と「５～10万円未満」が

それぞれ16.7％と多くなっている（図１－３－

12）。

活動への参加者の４人に３人が何らかの報酬

（「交通費等実費のみ」を含む。）を求めている

が、実際には約５割が「無報酬」となっている。

このように有償でのボランティア活動の道が相

対的に狭いことが、ＮＰＯの活動への実際の参

加が限られている要因の一つとなっていると考

えられる。

0 5 65 70

無回答�

ＮＰＯなどに関心はない�

その他�

国際協力を実施するＮＰＯ�

人権の擁護又は平和の推進を図るＮＰＯ�

社会教育の推進を図るＮＰＯ�

学術、文化、芸術又はスポーツの�
推進を図るＮＰＯ�
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環境の保全を図るＮＰＯ�
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資料：内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」（平成16年）��
（注）複数回答。�
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図１－３－11 各種ＮＰＯ活動に対する関心
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図１－３－12 ＮＰＯ参加者が団体から得る報酬



（6）活動への参加時期等

引退・退職時期と活動開始時期との関係につ

いてみると、「就労活動と並行してボランティア

活動を行ってきた」が32.9％、「退職又は引退し

て１年以内にボランティア活動を始めた」21.5％、

「退職又は引退して１年以上たってからボランテ

ィア活動を始めた」26.1％と、活動の開始時期

は様々である（図１－３－13）。

これらの違いに応じ、活動の内容や、活動へ

の参加方法も異なり得ると考えられる。例えば、

退職より前に活動に参加しようとする場合には、

参加のきっかけづくりや実際の活動に当たり、

職業生活で形成されたネットワークを活用でき

る可能性が高いであろうし、退職後期間を経過

しているような場合には、地域とのつながりを

深めつつ新たなネットワークを築く必要性がよ

り高まるであろう。

これらを踏まえつつ、地域や職域レベルにお

いて、参加希望者の多様なニーズに応じたきめ

細かな支援が図られることが期待される。

（7）情報の入手経路

「団塊の世代」が近く定年年齢に到達し始め

ることとあいまって、今後、ボランティア活動

への参加ニーズについては、量的に拡大するほ

か、多様化や専門化が進む可能性がある。また、

ＮＰＯの側の人材へのニーズも一層高まること

が見込まれる。

このような中で、誰もが、十分な情報の下に、

団体や活動を選択し、自らの能力や経験を発揮

できるようにしていくことが一層重要となって

くる。

内閣府が行った「高齢者の社会参加の促進に

関するアンケート調査」により、高齢者がＮＰ

Ｏ活動に参加するきっかけとなった情報の入手

手段をみれば、「友人・知人の紹介」が56.3％と

突出して多く、それ以外の「他の団体における

ボランティア活動を通じて」、「就労活動を通じ

て」、「新聞・テレビ・雑誌をみて」は10%に満

たない状況にある。また、「都道府県や市町村の

広報誌など」、「社協・ボランティアセンター」、

「都道府県や市町村の市民活動支援窓口」といっ

た公的なルートについても活用は進んでいない

（図１－３－14）。

情報の入手に際し、参加者自身の身近な交友

関係に依存する割合が突出して高いことは、高

齢者の関心を実際の活動に結び付けていく上で

の隘路の存在を示すものといえる。今後、高齢

者の参加ニーズとＮＰＯ側の人材へのニーズと

をより円滑に結び付けることができるよう、情

72
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資料：内閣府「高齢者の社会参加の促進に関するアンケート調査」（ＮＰＯ調査、平成17年）�

図１－３－13 ＮＰＯ参加者の引退時期と活動開始時期
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報の入手経路の多様化や、ＮＰＯ側からの情報

発信の強化を図ることが課題となるものと考え

られる。

【高齢者によるボランティア活動等を促進す

るための政府の取組については、第２章第３節

３（２）「社会参加活動の促進」を参照。】

高齢者の社会参画については、就労やＮＰＯ

を通じたボランティア活動以外にも、シルバー

人材センターや老人クラブなどによる様々な活

動がある。

そして、これら団体による活動も含めて、近

時、地域で広がりをみせているのが、高齢者に

よる子育て支援の分野である。例えば、地域社

会に根ざした臨時的・短期的又は軽易な就業機

会を提供するシルバー人材センターにおいても、

会員による乳幼児の世話や保育施設への送迎な

どの育児支援等を行う子育て支援事業を拡大し

つつある。また、通学時の子どもの安全の確保

に対する社会的関心が高まる中で、老人クラブ、

シルバー人材センターによる地域における子ど

もの安全確保のための活動も活発化している。

【コラム３を参照。】

我が国は、いよいよ人口減少社会を迎え、ま

た、「団塊の世代」も平成19（2007）年から60

歳代に到達し始め、やがて高齢期を迎えること

となる。一方で、多くの高齢者が、働くことや

社会参加活動を通じて、自らの能力や経験を発

揮し続けたいとの意欲や希望を有している。

このような中で、今後、我が国の活力を維

持・増進していく上で、高齢者自身が、高齢社

会の担い手の一員として、能力や経験をいかし

地域における高齢者の活動
―高齢者による子育て支援―

3

資料：内閣府「高齢者の社会参加の促進に関するアンケート調査」（ＮＰＯ調査、平成17年）��
（注）あてはまるものを全て回答。�

無回答�
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図１－３－14 参加のきっかけとなった情報の入手手段



つつ、一層活躍できるような社会を実現してい

くことが不可欠である。

そのためには、雇用の分野にあっては、高齢

者を始めとする各労働者が、年齢にかかわりな

く自らの希望等に応じて様々な形態での就労を

通じて一層能力を発揮できるようにすること、

そして、それにふさわしい公正な処遇を受ける

ことができるようにすることが課題となる。

また、高齢者が、ボランティア活動等を通じ、

社会の活力の一層の維持・増進に参画し、他の

世代との相互理解、連帯を深めていくことがで

きるようにすることも重要であり、そのために

は、良好な活動機会の拡大や情報提供の強化な

ど、高齢者の参加意欲を具体化するための取組

を強化していく必要がある。
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コラム�

「高齢者による通学路等の安全確保の取組」

03

ア　所沢市長 生
ちょうせい

クラブ連合会

地域における子どもの見守り活動については、厚生労働省からの要請と（財）全国老人クラブ連合

会による「地域の子どもは地域で守ろう」との呼び掛けを受けて、高齢者による通学路等の安全確保

に対する取組が広がっている。

埼玉県所沢市にある「所沢市長生クラブ連合会」所属の老人クラブ（94団体）では、平成16年

度に組織した「シルバーパトロール隊」をきっかけに、会員が防犯パトロールと併せて子どもの通学

時の安全確保のための見守り支援を行っている。

老人クラブの会員が、散歩、買い物などの外出時に、各々

専用の帽子を着用し巡回するとともに、小学校児童の下校時

間に合わせ、通学路の要所において児童の見守りを行うなど

犯罪や事故の抑止に貢献している。

ある会員の男性は「どの子も『さようなら』とあいさつを

してくれます。この活動が防犯のみならずしつけにもなり、

子どもとの交流も図ることができるのでやりがいを感じます。」

と話しており、青少年の健全育成にも寄与している。

イ　（社）荒川区シルバー人材センター

東京都の「社団法人荒川区シルバー人材センター」では、平成17年12月に、荒川区及び荒川区

教育委員会からの要請を受け、通学路を中心としたパトロール業務を請け負っている。

パトロールは、区内23のすべての小学校ごとに各６名を下校時刻に合わせて毎日２時間、また、

21の学童保育クラブごとに各４名を児童の帰る時刻に合わせて毎日２時間、それぞれ配置し、通学

路等を中心に巡回を行い、児童の安全を見守っている。

パトロールを行うに当たっては、子どもに分かりやすいよう、同じジャンパーと腕章を着用し、子

どもに「気をつけて帰ってね」などの声かけを行っている。

このパトロールには、毎月約300名の会員が参加しており、最高齢は87歳である。

同センターでは「荒川区はもともと地域の繋がりが強く、

地域の子どもは地域の大人が守る、という意識も高いところ

で、多くの会員が積極的に活動しています。パトロールして

いる様子を見てセンターへの入会を希望してくる方もいるく

らいです。」と語る。

センターでは、現在、60歳以上の1,300人余が、このパ

トロール業務のほか植木の剪定、公園の清掃、経理事務、医

院受付事務など様々な活動をしている。
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○ 「親子のひろば　のび～すく」

埼玉県草加市のシルバー人材センターでは、

国と草加市から財政支援を受けて、会員が育児

の支援をする事業（親子のひろば　のび～すく）

を実施している。センター主体で地域社会のニ

ーズに応える仕事をつくろうと考え、子育て支

援についての検討を始めたのがきっかけだった。

名称は、「母親たちがのびのび話し合い、交

流しあい、子どもたちのすくすく成長を目指す」

ことから「のび～すく」とした。男性２名を含

む会員10名が、３名ごとにローテーションを

組んで運営している。

１日平均30～40組の親子（子どもは０～３歳児）が好きな時に訪れ、遊んだり育児の仲間を見

つけたりしながらのびのびと過ごしている。お昼には持参したお弁当を食べることもできる。スタッ

フである会員は、子どもの遊び相手になったり、母親の相談に応じている。

特に、元保育園長であった職員が、専門的立場からアドバイスを行うほか、栄養士、保健師による

相談日を設けている。

また、子どもの一時預かりサービスを１時間700円で行っており、買い物や美容院へ行く際に利

用する母親も増えている。

あるスタッフは「母親たちは、スタッフがのんびりと子どもと接する様子を見て『あれでいいんだ』

と感じるようです。『ここに来るとほっとでき

る』と話してくれるお母さんもいます。育児ス

トレスにさらされがちな母親を少しでも支援し

ていきたい。」と話している。

もともと商店街の空き店舗だったところを活

用し、ガラス張りの窓から親子が楽しそうに遊

ぶ様子がうかがえるため、買い物帰りなどに見

かけて利用者になった親子も多く、利用者数は

年々増えている。

【シルバー人材センターを通じた高齢者による子育て支援については、第２章第３節１（１）ウ

「多様な形態による雇用・就業機会の確保」を参照。】

「高齢者による子育て支援への取組」




